
※ 何も記入しないこと 

（全６枚中の１枚目） 校 種 高・特高 受験番号  

 

⑨ 高等学校 化学 解答例 

 

 

 

１ 

（１） 

Ⅰ ＳｉＯ２     １ 

Ⅱ ＫＩ     １ 

 
Ⅲ Ｃ１０Ｈ８      １ 

 

（２） 

（例） 

 ［ダイヤモンド］         ［黒鉛］ 

 

 

 

 

 

 

    正四面体の立体構造           正六角形の平面構造 

        ↓                   ↓ 

  すべての炭素原子が共有結合       ４個の価電子のうち，３個は共有結合 

        ↓             残り１個が平面内を自由に動くことができる 

     電気を通さない                ↓ 

                          電気を通す 

 

 

 

 ４ 

 

（３） 

 

（例）分子どうしが結合力の非常に弱い分子間力によって結ばれているから。 

 

  

 ２ 

 

（４） 

① 

 単位格子の一辺の長さをｌ，原子半径をｒとして，一つの面に注目すると， 

 （４ｒ）２＝ｌ２＋ｌ２ 

ｒ＝ 
２ｌ 

４ 

＝ 
1.4×3.6×10－８cm 

４ 

      ＝ 1.26×10－８cm 

（答）  1.3×10－８  cm 

 

 

 ３ 

 

② 

 単位格子には原子が４個含まれているので， 

 63.5ｇ/mol 
×４ 

 6.0×10２３/mol 

 （3.6×10－８）３cm３ 

 ＝ 9.07・・・≒9.07ｇ/cm３ 

 

 

（答）   9.1   ｇ/cm３ 

 

 

 ３ 

    

１５ 



Ｖ ＝4.0 mL 

ｘ ＝3.25×10－２ｇ 

ビーカーに 0.585ｇ

の塩化ナトリウム

をはかりとり，少量

の水を入れ溶かす。 ①を 100mLメスフラスコに入れ，さ

らに水を入れて標線に合わせる。 

②をよく振って均

等にさせる。 

※ 何も記入しないこと 

（全６枚中の２枚目） 校 種 高・特高 受験番号  

 

⑨ 高等学校 化学 解答例 

 

 

 

２ 

 

（１） 

（例） 

 ①             ②                ③ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ３ 

 

（２） 

① 

 3.0 mol/L希硫酸 500 mL中に含まれるＨ２ＳＯ４の質量は， 

  3.0 mol/L×0.5 L×98ｇ/mol＝147ｇ 

 よって，必要な濃硫酸の質量は， 

  147ｇ÷0.90÷1.81ｇ/mL 

 ＝ 90.2・・・≒90.2 mL 

（答）    90    mL 

  

 ２ 

 

② 

 3.0 mol/L希硫酸 500 mLの質量は， 

  1.18ｇ/mL×500 ｍL＝590ｇ 

 よって，加える水の質量は， 

  590－147ｇ÷0.90＝426.6・・・≒427ｇ 

 水の密度が 1.00ｇ/mLなので、その体積は 427 ｍLである。 

（答）    427   mL 

  

 ２ 

 

（３） 

① 

 過不足なく反応するとき，ＨＣｌ：Ｈ２＝２：１（物質量比）なので， 

0.25 mol/L× 
Ｖ mL 

＝ 
11.2×10－３ L 

×２ 
1000 22.4 L/mol 

（答）   4.0   mL 

  

  

 ２ 

 

② 

① と同様に，Ｚｎ：Ｈ２＝１：１より， 

ｘ ｇ 
＝ 

11.2×10－３ L 

65ｇ/mol 22.4 L/mol 

（答）  3.3×10－２  ｇ 

  

 ２ 

 

 ③ ア 

 

イ 

 

  

 ２ 

 ２ 

    

１５ 



※ 何も記入しないこと 

ｘ ＝1.5×10２個 

（全６枚中の３枚目） 校 種 高・特高 受験番号  

 

⑨ 高等学校 化学 解答例 

 

 

 

３ 

（１） 

ア ゲル      １ 

 
イ 

乳濁液 

※エマルションも可 
     １ 

 
ウ チンダル現象      １ 

 
エ ブラウン運動      １ 

 
オ 透析      １ 

 
カ 電気泳動      １ 

 
キ 凝析      １ 

 

（２） 

 加えたＦｅＣｌ３水溶液中のＦｅ３＋の物質量は， 

1.5 mol/L× 
1.0 mL 

＝1.5×10－３ mol 
1000 

 一方，生成したコロイド粒子の物質量をｎ［mol］とすると， 

  2.5×10２ Pa×0.10 L＝ｎ×8.3×10３ Pa･L/K･mol×300 K 

          ｎ≒1.00×10－５ mol 

 ＦｅＯ（ＯＨ）のコロイド粒子は，ＦｅＯ（ＯＨ）の単位格子がｘ 個集まったものであると 

 考えると，コロイド粒子の物質量のｘ倍がＦｅ３＋の物質量に等しい。 

  ∴ 1.00×10－５×ｘ＝1.5×10－３ 

（答）  1.5×10２  個 

  

 ３ 

 

（３） 

① ＰＯ４
３－      ２ 

 

② 
（例）親水コロイド粒子が保護コロイドとして疎水コロイドを覆って、 

凝析しにくいコロイド溶液になる。 

  

 
  

 
  

 
 ３ 

    

１５ 



※ 何も記入しないこと 

（全６枚中の４枚目） 校 種 高・特高 受験番号  

 

⑨ 高等学校 化学 解答例 

 

 

 

４ 

（１） 

ア 白     １ 

イ 
暗赤 

※赤褐も可 
    １ 

 
（２） 共通イオン効果      ２ 

 
（３） え      ２ 

 

（４） 

 Ａｇ２ＣｒＯ４の沈殿が生じ始めたとき， 

［ＣｒＯ４
２－］＝ 

2.50×10－５ 
＝1.00×10－３ mol/L 

10.0＋15.0 

 1000  

∴［Ａｇ＋］２＝ 
Ｋsp 

＝ 
3.6×10－12 

＝3.6×10－９（mol/L）２ 
［ＣｒＯ４

２－］ 1.00×10－３ 

 よって，［Ａｇ＋］＝6.0×10－５ mol/L 

 

 

（答）［Ａｇ＋］＝ 6.0×10－５ mol/L 

 

 

 

 ４ 

 

（５） 

 加えたＡｇ＋の物質量は， 

2.00×10－２× 
15.0 

＝3.00×10－４ mol 
1000 

 （４）で溶液中に残るＡｇ＋は， 

6.0×10－５× 
25.0 

＝1.5×10－６ mol 
1000 

 また，［Ｃｌ－］＝3.0×10－６ mol/Lなので，溶液中のＣｌ－は， 

3.0×10－６× 
25.0 

＝7.5×10－８ mol 
1000 

 ここで，溶液中のＡｇ＋とＣｌ－は小さいため無視できるとして，加えたＡｇ＋をはじめの 

Ｃｌ－と等量であると考える。 

 もとの市販のしょう油の［Ｃｌ－］をｘ［mol/L］とすると， 

ｘ× 
10.0 

× 
10.0 

L＝3.00×10－４mol 
1000 1000 

             ｘ＝3.00 mol/L 

∴ 3.00 mol/L× 
10.0 

L×58.5＝1.75ｇ 
1000 

（答）   1.8   ｇ 

  

  

 ４ 

    

１４ 



※ 何も記入しないこと 

（全６枚中の５枚目） 校 種 高・特高 受験番号  

 

⑨ 高等学校 化学 解答例 

 

 

 

５ 

（１） 

ア 銀白     １ 

イ 酸化マンガン（Ⅳ）     １ 

 
ウ ＋７      １ 

 
エ 赤紫      １ 

 

（２） 

ａ 

 

 ＭｎＯ４
－ ＋ ８Ｈ＋ ＋ ５ｅ－ → Ｍｎ２＋ ＋ ４Ｈ２Ｏ 

 

  

 ２ 

 

ｂ 

 

 ＭｎＯ４
－ ＋ ２Ｈ２Ｏ ＋ ３ｅ－ → ＭｎＯ２ ＋ ４ＯＨ－ 

 

  

 ２ 

 

（３） 

希塩酸 

 

（例）塩化水素が酸化されて塩素が発生してしまうから。 

 

  

 ２ 

 

希硝酸 

 

（例）硝酸自身が酸化剤としてはたらいてしまうから。 

 

  

 ２ 

 

（４） 

① 

 

（例）溶液中の硫化水素を取り除くため。 

 

  

 ２ 

 

② 

Ａ ＰｂＣｌ２     １ 

 
Ｂ ＣｕＳ     １ 

 
Ｃ Ａｌ（ＯＨ）３     １ 

 
Ｄ ＺｎＳ     １ 

 
Ｅ ＢａＣＯ３     １ 

 
Ｆ Ｎａ＋     １ 

     

２０ 



※ 何も記入しないこと 

（全６枚中の６枚目） 校 種 高・特高 受験番号  

 

⑨ 高等学校 化学 解答例 

 

 

 

６ 

（１） 

ア カルボキシ     １ 

イ ギ酸     １ 

 
ウ 酢酸      １ 

 
エ 氷酢酸      １ 

 
オ 無水酢酸      １ 

 

（２） 

① 

 

（例）構成する炭素原子の数が多いか少ないかで分類する。 

 

  

 ２ 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ３ 

 
③ １      ２ 

 

（３） 

 化合物Ａ1.00ｇをけん化するのに必要なＫＯＨの物質量をｘ［mol］とすると， 

 反応前のＫＯＨの物質量からｘ［mol］を差し引いたＫＯＨの物質量は，滴下した塩酸に 

 含まれるＨＣｌの物質量と等しいので， 

0.500× 
25.0 

－ｘ＝0.500× 
18.5 

1000 1000 

           ｘ＝3.25×10－３mol 

 けん化価は，けん化に必要なＫＯＨのミリグラム数なので， 

  3.25×10－３×56×10３＝182 

 

 

（答）    182     

  

 ４ 

    

１６ 

   

７ 
①  対話的  ② 深い   １ １ 

  

③ う ④ え ⑤ く  １ １ １ ５ 


